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ある。また、インタビューの聞き手が、『トイレ――ある愛の物語』（Toilet: Ek Prem Katha）





さらに、インドの巨大メディアグループである Zee Media と通信社の ANI という、親 BJP
的な報道をすることでよく知られる両社が見事な役割分担をしていたという事実からも、
「非政治的」なインタビューに色濃い政治性を読み取ることができる。つまり、モーディー







































































日に 18 時間から 20 時間も国のために身を粉にして働いている」という話は、毎日の睡眠時
間が 3 時間程度と極端に少ないという話と対をなして繰り返し語られてきた、ワンマンショ
ーにおける重要な挿話の一つである。例えば、首相府に勤務する親戚から聞いた話として、



























































ストの最初の節を「国家第一」（Nation First）という項目にあて、「この 5 年間、モーディー
首相の決断力溢れるリーダーシップのもと、インドの安全保障の枠組みは抜本的な変化を遂















ブラックマネーを根絶することを旗印に、2016 年 11 月 8 日に突如として発表された高額紙
















































ルには、SNS やスマートフォン用アプリ WhatsUp などを使ってプロパガンダ活動を行う実
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ウント（@PMOIndia）のフォロワー数は、ツイッターでそれぞれ 4884 万と 2972 万、フェ
イスブックでそれぞれ 4364 万と 1369 万にも達している。また、ツイッターやフェイスブ
ックほどは活用されていないが、インスタグラムのモーディー首相の個人アカウントには











らさまな介入が頻発し、政治的にも大きな問題となった（Ahmad et al. 2019）。 
















































































今回の総選挙では、選挙委員会が投票を見送った 1 つの選挙区を除く 542 議席について、
2019 年 4 月 11 日から 5 月 19 日にかけて 7 段階に分けて投票が実施され、5 月 23 日に一
斉に開票が行われた。結果は、苦戦が予想されていた与党連合の圧勝であった。2014 年の
前回総選挙で 282 議席（得票率 31.3%）を得て第一党に躍進した BJP は、21 議席増となる
303 議席（得票率 37.4%）を獲得して再び過半数を超え、政権を維持することとなった。こ
れとは対照的に、5 年前に歴史的惨敗を喫した会議派は、前回の 44 議席（得票率 19.5%）






























































 写真 1：Prime Minister's Office, Government of India, Indian Prime Minister Narendra 
Modi at the Wembley Stadium, London, via Wikimedia Commons[Government Open 
Data License - India 
(GODL)(https://data.gov.in/sites/default/files/Gazette_Notification_OGDL.pdf)]. 
 写真 2：Prime Minister's Office, Government of India, Shri Narendra Modi seeks 
blessings from mother after victory in 2014 Elections, via Wikimedia Commons[CC-BY-
SA-2.0(https://creativecommons.org/licenses/by-sa/2.0/deed.en)]. 
 写真 3：Prime Minister's Office, Government of India, Prime Minister’s ‘Mann ki Baat’ 
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